
事例 中学校数学科 東濃地区（Ｓ中学校）
１ 単元について

対 象 学 年 中学校 第３学年

学習指導要領 第３学年の内容 Ｂ 図形（１）ア，イ，ウ

単 元 名 「相似と比 （全１５時間）」

単 元 目 標 ○相似な図形の性質を調べたり，それを考察や計量に用いたりするなど，

数学的活動の楽しさや数学的に考えるよさが分かり，それらを意欲的に

問題の解決に活用しようとすることができる。

（ ）数学への関心・意欲・態度

○図形の相似について基礎的な知識を身に付け，見通しをもち，数学的な

推論の方法を用いて論理的に考察することができる。

（ ）数学的な見方や考え方

○図形の相似の考察において推論の筋道を簡潔に表現したり，図形の性質

を計量に用いて，数学的に処理したりすることができる。

（ ）数学的な表現・処理

○相似な図形の性質や意義を理解している。

（ ， ）数量 図形などについての知識・理解

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画作成上の工夫

・見通しをもった授業や指導を行うために，単元指導計画や単元構想図を

作成し，単位時間の流れや基礎・基本を明確にする。

・操作活動を多く取り入れるようにし 「こうなりそうだ」という見通し，

をもって，課題に取り組むことができる素材を工夫する。

・三角形の合同と三角形の相似で，同じところや違うところは何かを見つ

けさせ，そこから言えることは何であるかを考えさせるように，常に合

同と比較をさせながら，相似についての考え方の理解を図るようにして

いく。

○単位時間の工夫

・ 自ら考えるための基礎となる内容 （課題解決に必要な既習事項）を確「 」

認する時間を，授業の中で位置付け，それを活用して考えさせるように

する。

・一斉指導や机間指導などで，途中式の記入や，なぜそうなったのかとい

うことを記述させることの必要性を指導し，価値あることとして認める

ことを通して，考える過程や根拠を残すことを意識付ける。

・証明をまず言葉で表現し，交流の後，記述することを通して，推論の過

程を分かりやすく表現する能力を身に付けるようにしていく。

・学習計画表を単元の初めに生徒に与え，生徒自らが単元の見通しをもっ

， ， 。て学習でき 単位時間 単元ごとの自己評価や反省ができるようにする

参 考 資 料 資料１：評価問題用紙 資料２：評価問題構成表

資料３：学習計画表



２ 単元の評価規準

ア 数学への関心・ イ 数学的な見方や ウ 数学的な表現・ エ 数量，図形など

意欲・態度 考え方 処理 についての知識・

理解

内 図形の相似や直角三 図形の相似や直角三 図形の相似や直角三 図形の相似や直角三

容 角形の性質などを調 角形などについて基 角形などの考察にお 角形などの性質，ま

のご べたり，それらを図 礎的な知識を身に付 いて推論の筋道を簡 た，三平方の定理の

まと 形の性質の考察や計 け，見通しをもち， 潔に表現したり，図 意義を理解してい

との 量に用いたりするな 数学的な推論の方法 形の性質を計量に用 る。

ま評 ど，数学的活動の楽 を用いて論理的に考 いて，数学的に処理

り価 しさや数学的に考え 察することができ したりすることがで

規 るよさが分かり，そ る。 きる。

準 れらを意欲的に問題

の解決に活用しよう

とする。

○写真や設計図など ○三角形の合同条件 ○一点を中心として ○一方の図形を拡大

身の回りにある拡 をよりどころにし 図形を拡大または または縮小したと

大図や縮図に関心 て，三角形の相似 縮小して相似な図 き他方の図形と合

をもち，それらを 条件を考察するこ 形をかくことがで 同になる場合に，

単 かいたり，相似な とができる。 きる。 二つの図形は相似

元 図形の性質を考察 ○三角形の相似条件 ○相似な図形の対応 であると理解して

の したりしようとす や既習の図形の性 する角の大きさや いる。

評 る。 質を用いて，図形 線分の長さを，相 ○平行線と線分の比

価 ○平行線と線分の比 の性質を考察し証 似な図形の性質や についての性質を

規 に関心をもち，観 明することができ 平行線と線分の比 理解し，その特別

準 察，操作や実験を る。 についての性質を な場合として，中

通して，平行線の ○平行線と線分の比 用いて求めること 点連結定理を理解

性質や三角形の相 についての性質等 ができる。 している。

似条件を用いて調 を，平行線の性質 ○相似の考えを用い

べようとする。 や三角形の相似条 て，直接測定でき

件を用いて考察し ない距離や高さな

証明することがで どを求めることが

きる。 できる。



【相似な図形】

①変形する条件が分 ①三角形の相似条件 ①相似な図形の相似 ①「形が同じ」こと

かり，それに沿っ を三角形の合同条 比をもとにして， を，対応する辺の

学 て元の図を変形し 件と比較しながら 辺の長さを求める 比と対応する角が

習 ようとする。 見いだし，まとめ ことができる。 すべて等しいこと

活 ることができる。 ②相似の位置にある であると理解し

動 ②２つの三角形が相 図形を，いろいろ ている。

に 似な三角形である な相似の中心から ②「相似な図形」の

お ことを証明でき かくことができ 意味や「相似な図

け る。 る。 形の性質」を理解

る ③三角形の相似条件 している。

具 を使って，相似な

体 三角形を見いだす

の ことができる。

評 ④相似な考えを使っ

価 て，２点間の距離

規 や高さを求めるこ

準 とができる。

【図形と比】

②多様な考えに関心 ③ ⑤三角形と比の定理 ③平行線と線分の比平行線の性質を

をもち，それらを を利用して，線分 の性質を理解して利用して２つの

積極的に用いて証 の長さを求めるこ いる。三角形が相似で

明しようとする。 とができる。あることを示し，

⑥平行線と線分の比比の性質を見い

についての性質をだすことができ

使って，線分の長る。

④三角形と比の定理 さを求めることが

の特別な場合とし できる。

て，中点連結定理

を考えることがで

きる。



３ 指導と評価の計画（全１５時間）

時 ねらい 学 習 活 動 評価規準 評価方法 指導・援助

○コンピュータ１ ○図形を拡大 ○素材の写真を見て，どのような <ア－①> ○学習プリン

で素材を提示したり，縮 条件で変形されたものかを考え ○変形する条 ト

することで，小したりす る。 件 が 分 か ・縦２倍，横

イメージをもることの意 り，それに ２倍，縦横

ちやすくさせ味を理解す 与えられた条件に合わせて，もと 沿って元図 とも２倍の

る。ることがで の図を変形しよう。 を変形しよ 変形に取り

きる。 うとする。 組 め て い ○「Ｐ」の曲線

○拡大と縮小の意味を理解する。 る。 部分は，およ

その形でよい

。ことを伝える

２ ○ 形が同じ ○素材の４つの図形を比べてみ <エ－①> ○ノート記述 ○方眼を使い，「 」 ,

ということ る。 ○ 形が同じ 発言 角の大きさや「 」

の意味を， ことを，対 ・角の大きさ 辺の長さを比

辺や角に着 「形が同じ」図形の辺や角には， 応する辺の と辺の長さ 較させるが，

目して理解 どんな関係があるか調べよう。 比と対応す に目を付け 必要に応じて

することが る角がすべ て 「形が 定規や分度器，

。できる。 ○「形が同じ」ということの意味 て等しいこ 同じ」であ を使用させる

を理解する。 とであると る条件を見 ○４つの図形の

理解してい いだすこと 辺や角につい

る。 ができる。 て，同じとこ

ろと違うとこ

ろは何かを考

えさせる。

３ ○２つの図形 ○△ を，１点 を定めて２ <エ－②> ○ノート記述 ○２倍に拡大すABC O ,

Oが相似であ 倍に拡大する。 ○「相似な図 発言 るには，点

ることの意 形」の意味 ・等しいのは から頂点まで

味を知り， 図形を拡大，縮小することで，等 や「相似な 対応する角 の距離が２倍

相似な図形 しくなるものは何だろう。 図 形 の 性 の大きさだ になることを

の性質を理 質」を理解 けでなく， おさえる。

解すること ○相似な図形の性質を理解する。 している。 対応する辺 ○合同な図形の

ができる。 の比も等し 性質を振り返

○相似は記号「∽」を使って対応 くなること り，それと比

，順に書くことを知る。 に気付くこ 較させながら

と が で き 相似の性質を

る。 まとめるよう

にする。

４ ○相似比の意 ○相似な２つの三角形の辺の比を <ウ－①> ○ノート記述 ○もとの図形は,

味 を 理 解 調べ，それを相似比と呼ぶこと ○相似な図形 発言 どちらなのか

し，相似比 を知る。 の相似比を ・比の性質を を決めること



を利用して ○比の値の意味を確認する。 も と に し 利用して方 が必要になる

辺の長さを ○比の性質（外項の積は内項の積 て，辺の長 程式をつく ことをおさえ

求めること に等しい）が成り立つことを調 さを求める り，それを る。

ができる。 べる。 ことができ 解くことで ○比の値は初め

る。 辺の長さを て学習する内

相似比を利用して，辺の長さを求 求めること 容なので，丁

。めよう。 ができる。 寧に指導する

○方程式が解け

ていない生徒○２つの相似な図形を見て，長さ

は机間指導でを求める練習をする。

助言する。

５ ○「相似の位 ○相似比を２：３としてＢを中心 <ウ－②> ○学習プリン ○相似比が２：

置 「相似 に拡大する方法を説明する。 ○相似の位置 ト ３になるには」

の中心」の にある図形 ・相似の中心 倍すればい2/3

意味を理解 を，いろい から頂点を いことを確認

し，相似の 相似な図形を，相似の中心をいろ ろな相似の 通した線を する。

位置にある いろなところに決めてかいてみよ 中心からか 引き，その ○手際よくかか

図形をいろ う。 くことがで 線を手がか せるために，

いろな方法 きる。 りに相似の １：２の図形

。でかくこと ○図形の外部に相似の中心をと 図形をかく で作図させる

ができる。 る。 ことができ

また合同な ○図形の内部あるいは辺上に相似 る。 ○なぜ合同にな

図形は相似 の中心をとる。 るのか根拠を

な図形の特 ○相似比が１：１である二つの図 はっきりさせ

別な場合で 形はどんな関係にあるかを考え る。

あることを る。

理解するこ

。とができる

６ ○三角形の合 ○三角形の合同条件について復習 <イ－①> ○ノート記述 ○２つの相似な,

同条件をも をする。 ○三角形の相 発言 三角形を用意

とにして， 似条件を三 ・三角形の合 し，拡大，縮

三角形の相 できるだけ条件を少なくして，相 角形の合同 同条件を手 小するときに

似条件を見 似な三角形をかいてみよう。 条件と比較 がかりとし 何を決めれば

いだし，ま しながら見 ながら，形 よいのか，辺

とめること ○三角形の合同条件と相似条件の いだし，ま が同じにな や角に着目さ

ができる。 同じ点と異なる点は何かを考え とめること る必要最小 せて考えるよ

ながらまとめる。 ができる。 限であるも う援助する。

のは何かを ○合同条件と相

考えること 似条件をリン

ができる。 クさせながら

まとめるよう

にする。

７ ○三角形の相 ○三角形の相似条件について確認 <ウ－③> ○ノート記述 ○対応順が見に,

似条件を使 をする。 ○三角形の相 発言 くい場合は，



って，２つ 似条件を使 ・相似になり 相似の位置に

の三角形が 根拠をはっきりさせて，相似な三 って，相似 そうな２つ くるようにか

相似かどう 角形をみつけよう。 な三角形を の三角形に き直すとよい

かを判断し 見いだすこ 目を付け， ことを示す。

たり，相似 ○三角形の相似条件を使って，２ とができる どの相似条 ○相似条件を考。

な三角形を つの三角形が相似かどうかを判 件からそれ えるに当たっ

見つけたり 断する。 が言えるか て，対応する

することが ○三角形の相似条件を使って，１ を判断する 辺や角を明ら

できる。 つの図形の中にある２つの相似 ことができ かにする必要

な三角形を見つける。 る。 があることを

おさえる。

○相似になる根拠をはっきりさせ ○式に示すにあ

て説明する。 たり，対応順

に書き表すこ

とを意識させ

る。

８ ○三角形の相 ○三角形の相似条件を確認する。 <イ－②> ○ノート記述 ○どの三角形が,

似条件を使 ○証明の流れを確認する。 ○２つの三角 発言 相似になりそ

って，２つ ○相似になりそうな三角形の組を 形が相似な ・証明の流れ うか見通しを本

の三角形が 見つける。 三角形であ に沿って， もたせる。時

相似である ることを証 ２つの三角 ○仮定と結論を

ことを証明 ２つの三角形が相似であることを 明できる。 形が相似に 明らかにした

することが 証明しよう。 なる証明を 上で，まず言

できる。 記 述 で き 葉で表現させ

○仮定と結論を明らかにする。 る。 てから記述さ

○証明の中身を考える。 せる。

○全体確認をする。 ○証明の流れを

○ペアを組んで証明の流れに沿っ おさえ，それ

て，言葉で説明し合う。 に沿って証明

○証明を記述する。 させる。

○穴埋めの証明問題に取り組む。

９ ○相似な図形 ○校舎の高さを求める方法を考え <ウ－④> ○ノート記述 ○ここではおよ

の性質を使 る。 ○相似な図形 ・縮図を正確 その値しか求

って，距離 ○校舎の高さを，影の長さを使っ の考えを使 にかき，そ められないこ

や高さを求 て求める。 って，２点 の長さを測 とをおさえて

める方法を 間の距離や ることで， おく。

知り，求め 高さを求め 求めたい距 ○相似な三角形

，ることがで 縮図を書いて，実際の木の間の距 ることがで 離を調べる をかくために

きる。 離を求めてみよう。 きる。 ことができ どれだけ縮小

○縮図，拡大 る。 したのか明ら

図の意味を かにさせる。○縮図を書いて対応する線分の長

さを測る。知ることが

○実測した長さを実際の長さに変 ○縮小倍率だけできる。

換する。 拡大して元に

戻すことを示



す。

○三 角 形 と ○素材について，できる三角形に <イ－③> ○ノート記述10

比，平行線 ついていえることを考える。 ○平行線の性 ・相似になる

と線分の比 ○三角形の１辺に平行な直線を引 質を利用し ２つの三角

についての いたときにできる線分の比につ て２つの三 形に目を付

定理などを いて調べる。 角形が相似 け，相似比

理解すると ○ を証明する。 であること から辺の比AD:AB=AE:AC

ともに，そ を示し，比 でいえるこ

れらを使っ の性質を見 とを見つけ

て図形の性 で あ る と き ， いだすこと る。DE // BC

質を考察し はいえるだろう ができる。 ○どんな補助線AD:DB=AE:EC

たり論証し か。 を引いたらい

たりするこ <ウ－⑤> ○ノート記述 いか考えさせ,

と が で き ○三角形と比の定理をまとめる。 ○三角形と比 発言 る。

る。 の定理を利 ・三角形と比 ○まず自分の考

用して，線 の定理をも えを話させて○練習問題に取り組む。

分の長さを とに，比の から記述させ

。求めること 式をつくり るようにする

ができる。 長さを求め

ることがで

きる。

○三角形と比 ○素材の梯子について，地面と平 <イ－④> ○ノート記述 ○具体物を用意11 ,

についての 行にするにはどうしたらよいか ○三角形と比 発言 し，操作を通

定理の逆を を考える。 の定理の特 ・三角形と比 して確かめる

理解すると 別な場合と の定理やそ ことができる

ともに，こ であるとき， して，中点 の逆から， ようにする。AD:AB=AE :AC

れを利用し がいえるだろうか。 連結定理を 中点連結定DE // BC

て，２年生 考えること 理を導き出

で 学 ん だ ○三角形と比の定理の逆をまとめ ができる。 すことがで

「中点連結 る。 きる。 ○中点連結定理

定理」を導 の内容をおさ

くことがで ○中点連結定理が成り立つことを えてから正し

きる。 確かめる。 いことを確か

めさせる。

○角の二等分 ○三角形の紙を，頂点の角を２等 <ア－②> ○学習プリン ○実際に紙を渡12

線に関する 分するように折ると，折り目と ○多様な考え ト，発言 し，操作，実

図形の性質 底辺の交点はどんなところにく に関心をも ・二等辺三角 測させる中で

を知り，そ るかを考える。 ち，それら 形や平行線 性質を発見さ

の性質を， を積極的に の性質を利 せる。

いろいろな ∠Ａの二等分線を引いたとき， 用いて証明 用して，角 ○長さに着目さ

考えで証明 になることを証明 しようとす の二等分線 せるようにすAB:AC=BD:CD

することが しよう。 る。 と辺の比の る。

できる。 関係を見い

○仮定と結論を明らかにする。 だそうとす ○仮定と結論を



○証明の流れに沿って，まず話さ る。 明らかにした

せ，その内容を記述する。 上で，証明に

。○他の証明方法を考える。 取り組ませる

○まず言葉で話

してから記述

させるように

する。

○平行線と線 ○ノートに引いた線から言えそう <ウ－⑥> ○ノート記述 ○どのように斜13 ,

分の比につ なことを考える。 ○平行線と線 発言 めに線を引い

いての定理 分の比につ ・図の中に三 ても言えるこ

を理解し， ａ：ｂ＝ｃ：ｄと言い切れるだろ いての性質 角形や平行 とを考えさせ

その定理を うか。根拠をはっきりさせて考え を使って， 四辺形をつ る。

利用して， よう。 線分の長さ くる補助線 ○ノートの罫線

線分の長さ を求めるこ を引き，平 に着目させる

を求めるこ ○既習の定理を活用するにはどん と が で き 行線と線分 中で比が等し

と が で き な補助線が有効かを考える。 る。 の比を利用 くなりそうな

る。 < －③> して考える ことに気付かエ

○考えた内容を説明しあう。 ○平行線と線 ことができ せる。

分の比の性 る。 ○「三角形と比

○証明した定理を利用して，線分 質を理解し についての定

の長さを求める。 ている。 理がうまく使

えないだろう

か」という発

問から補助線

の引き方を考

えさせる。

○問題に取り ○練習問題 ○関心・意欲 ○補充や回復、14 ○解決の様子

組む活動を ・態度以外の 活用や習熟がの観察，ノ

通して，比 評価規準に できるようにート，発言

を使った線 ついて確か する。・既習の考え

方を使い，分の長さの める。

問題を解決求め方や相

することが似の証明の

できる。仕方を確か

める。

○評価問題に ○単元評価テスト ○関心・意欲 ○評価問題構成15 ○テスト

取り組み， ・態度以外の 表を用いて、・既習の考え

単元を通し 評価規準に つまずきの指方を使い，

て学習した ついて確か 導援助をおこ問題を解決

内容を確か める。 なう。することが

できる。めることが

できる。



４ 単位時間の授業展開例
（１）本時のねらい

三角形の相似条件を使って，２つの三角形が相似であることを証明することができる。

（２）本時の位置
８／１５時

（３）展開案

学 習 活 動 評価について 指導・援助過程

○三角形の相似条件を確認する。 ○図をもとにして，目
つ ・３組の辺の比が全て等しい。 でも確認できるよう
か ・２組の辺の比とその間の角が等 にする。
む しい。 ○掲示物を用意する。

・２組の角がそれぞれ等しい。

○証明の流れを確認する。 ○合同の証明を例に挙
①どの三角形に目を付けるのか。 げ 証明の書き方 流， （
②仮定から相似条件を見つける。 れ）の確認をする。
（事実の確認とその理由がいえ ○一つずつ段階を追っ
ること） 証明の４段階 て確かめるようにす

③相似条件を明示する。 る。
④結論を導く。

○素材提示 ○素材を把握しやすい
ように，頂点や辺を

∠Ａが直角である△ＡＢＣで， 一つ一つ確認する。
頂点Ａから辺ＢＣにひいた垂線
とＢＣとの交点をＤとする。

○相似になりそうな二つの三角形 ○相似になりそうな２つの ○必要に応じて，二つ
を見つける。 三角形に着目できたか。 の三角形を相似の位
・△ＡＢＣと△ＤＡＣ 置に並べ直して確認
・△ＡＢＣと△ＤＢＡ する。

（・△ＡＢＤと△ＣＡＤ ）
追
究 どちらかの組み合わせを選ん ○三角形の相似条件をもと ○机間指導の視点
す で，２つの三角形が相似である に考えることができたか ・どの三角形かの確認
る ことを証明しよう。 ・等しい角はないか

・直角三角形の角の性
○個人追究 質は何か
△ＡＢＣと△ＤＡＣについて ○考えた足跡を，印や色， ○考えた足跡を，印や
∠ＢＡＣ＝∠ＡＤＣ（仮定）① 言葉等で図やノートに残 色等を使って、図や
∠ＡＣＢ＝∠ＤＣＡ（共通）② すことができたか。 ノートに残すと分か
①②より りやすいことを指導
２組の角がそれぞれ等しいので する。
△ＡＢＣ∽△ＤＡＣ ○できた生徒には、

<イ－②> △ＡＢＤ∽△ＣＡＤ
○全体確認 ◎２つの三角形が相似な三 の証明に取り組ませ

角形であることを証明で る。
きる。

○ペア学習 ○うまく言えるまで繰
・証明の流れに沿って，隣同士ペ り返させる。
アになり，言葉で説明し合う。

○証明の記述 ○対応順に気を付けな
ま がら記入させる。
と ○評価問題に取り組む。 ○穴埋めの証明問題を
め ３段階に分けて用意
る し，実態に合わせて

渡すようにする。



５ 評価の実際と個に応じた指導事例

(1)本時重点的に取り上げた評価規準

〈イ－②〉

２つの三角形が相似な三角形であることを証明することができる。

(2)評価の実際

〈評価の方法〉

□ノート記述，ペア交流，確認プリント

証明の流れに沿って，２つの三角形が相似になる証明を記述することができる。

ペア交流で，相手に言葉で伝えることができる。

〈判断の事例〉

□「十分満足できる」状況（Ａ）と判断した事例

・三角形の相似条件を適切に使って，証明の流れに沿って説明することができ，それを分か

りやすく書くことができる。

□「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判断した事例

・三角形の相似条件をもとに，図を使いながら等しいところを示し，４段階を踏んだ証明の

流れに沿って説明することができる。

(3)個に応じた指導の実際

□つまずきの例とその要因

○つまずき：ア）対応する辺や角を見つけることができない。

イ）４段階を踏んで，証明の流れに沿って説明できない。

ウ）話すことで説明はできるが，記述することができない。

○要 因：ア）２つの三角形が相似の位置にないとイメージができない。

イ）相似の証明の流れが理解できていない。

ウ）記述の時に対応順がバラバラになってしまう。

□指導の手だて

ア）２つの三角形を色分けさせたり，相似の位置にかき直させ，対応する辺や角に記号を書

， 。き込ませたりしてから その対応する辺や角を相似条件につなげていかせるようにする

イ）証明の流れを既習事項として掲示に残し，そこに立ち返らせながら，段階を踏んで言わ

せるようにする。

ウ）２つの三角形を相似の位置にかき直し，対応順を明らかにさせる。

□児童（生徒）の変容

・証明に対する苦手意識をもつ生徒がほとんどであったが 「できない」とあきらめずに，証，

明の流れのパターンや相似条件をもとにし，全員がじっと図を見つめながら考えることが

できた。また，ペア交流の時間では，全員が証明を伝え合うことができた。

・できてしまったらそれで終わりではなく，より高度なチャレンジ問題に自主的に取り組む

など，意欲をもって活動することができた。



６ 参考資料

第５章 『相似と比』単元テスト
３年 組 番 氏名

１ ２つの相似な図形があります。これらの図形で、等しくなるものを 【知識・理解】

２つ答えなさい。

①

②

２ 次の図で、ＢＡ’＝２ＢＡ，ＢＤ’＝２ＢＤ，ＢＣ’＝２ＢＣ のとき、 【知識・理解】

次の にあてはまる記号，

比，角を答えなさい。 ①

ＡＤ ① Ａ’Ｄ’ ②

ＡＤ：Ａ’Ｄ’＝ ②

∠ＡＤＣ＝ ③ ③

３ 次の図形を、点Ｏを相似の中心として、２倍に拡大しなさい。

【表現・処理】

４ 次の図で、四角形ＡＢＣＤ∽四角形ＥＦＧＨである。次の問いに答えなさい。

【表現・処理】

①四角形ＡＢＣＤと四角形ＥＦＧＨの相似比を求めなさい。

①

cm②辺ＦＧの長さを求めなさい。 ② ＦＧ＝

５ 次の図で、χの値を求めなさい。 【表現・処理】

① ② ③

① χ＝

② χ＝

③ χ＝

６ 次の図で、ＡＢ，ＥＣ，ＰＤは平行で、ＥＢ，ＦＤも平行である。

次の問に答えなさい。

【 】表現・処理

①ＢＤ：ＤＣ＝１：２で、ＰＤ＝９ のとき、cm
cmＡＢの長さを求めなさい。 ① ＡＢ＝

cm② ＧＣ＝

②ＢＤ：ＤＣ＝１：２で、ＡＰ＝６ のとき、cm
ＧＣの長さを求めなさい。

（裏へ続く）



７ 次の図の△ＡＢＣで、辺ＡＢ，ＢＣ，ＣＡの中点をそれぞれ、Ｐ，Ｑ，Ｒ

とするとき、△ＰＱＲの周の 【数学的な見方や考え方】

長さは１２ になります。cm
どのようにして求めたのか、

求め方を答えなさい。

８ 川岸の地点Ａから、対岸の地点Ｐまでの距離を求めるために、川岸にもう１点Ｂを決め、

長さや角度を測ったところ、ＡＢ＝３０ｍ，∠ＰＡＢ＝６０°，∠ＰＢＡ＝３０°だった。

５００分の１の縮図△Ａ’Ｂ’Ｐ’をかいて、ＡＰの実際の距離を求めなさい。 【表現・処理】

② ＡＰ＝ ｍ

①

９ 次の図のような△ＡＢＣで、辺ＡＢ上に点Ｄを、ＡＤ＝９ となるようにとる。cm
。 【 】次の問に答えなさい 表現・処理

【 】数学的な見方や考え方

①△ＡＢＣと相似な三角形を見つけ、

記号「∽」を使って表しなさい。 ①

②

②①の三角形が△ＡＢＣと相似であるための

相似条件を答えなさい。

次の図のように、△ＡＢＣの辺ＡＢ上の点Ｄから、ＡＣに平行な直線を引き、10
、 。 。 【 】ＢＣとの交点をＥとし ＡＥとＣＤの交点をＰとする 次の問に答えなさい 表現・処理

【 】数学的な見方や考え方

①相似な三角形の組を２組見つけ、

記号「∽」を使って表しなさい。

①

②①の２組のうちどちらか１つを自分で選び、

それが成り立つことを証明しなさい。

△ と△ について

②



評価問題構成表

単元名「相似と比」 ３年 組 氏名（ ）

番号 観 点

大 中 見 表 知

問 問 方 現 識

評価問題のねらい や ・ ・

考 処 理

え 理 解

方

１ ① 相似な図形では、対応する辺の比はみな等しいことを理解して

いる。

② 相似な図形では、対応する角はそれぞれ等しいことを理解して

いる。

２ ① 三角形と比の定理の逆を用いて、平行な辺の位置関係を見いだ

すことができる。

② 相似な図形で対応する辺の相似比を見つけることができる。

③ 相似な図形で対応する角を見つけることができる。

３ 相似な図形をかくことができる。

４ ① 相似な図形で、対応する辺の長さから，相似比を見つけること

ができる。

② 相似な図形で、相似比をもとにして，辺の長さを求めることが

できる。

５ ① 平行線と比の性質を使って線分の長さを求めることができる。

② 三角形と比の定理を使って線分の長さを求めることができる。

③ 三角形と比の定理を使って線分の長さを求めることができる。

６ ① 相似な三角形を見いだし，相似比を使って長さを求められる。

② 平行線と線分の比を使って，長さを求めることができる。

７ 中点連結定理の意味が分かり，それを考え方として活用するこ

とができる。

８ ① 条件に合わせて，縮図をかくことができる。

② 縮図を利用して，実際の長さを求めることができる。

９ ① 三角形の相似条件をつかって，相似な三角形を見いだすことが

できる。

② 相似な図形の相似条件を見いだすことができる。

① 条件をもとに，相似な三角形を見いだすことができる。10
② 相似であることの証明を，記述することができる。

観点ごとの合計 正答数

/ /3 /12 /5問題数


